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３. センター主催・共催 

講演会・シンポジウム・ワークショップ等の概要 

 

2021年度は、昨年度に確立されたオンライン・イベントに関するノウハウを生かして、多くの企画

を行うことができた。当センター主催の連続講演会「マイノリティはなぜ『今』声をあげるのか：「分断

の時代」におけるマイノリティ政策を展望する」は、「ブラック・ライブズ・マタ―運動」、「移民・難民問

題」、「ムスリムの社会統合」という社会的関心が高いテーマをとりあげ、それぞれの第一人者の講

演をいただき、多数の方に参加していただくことができた。また、日本学術会議との共催で実施し

た公開シンポジウム「政治学におけるアナーキズムの意味 ：社会と国家をとらえ直す」は、政治理

論研究の最先端の議論を展開して高い評価を得た。今後も、オンラインと、対面のネットワークを適

切に組み合わせつつ、教育・研究活動を展開してゆきたい。 

 

2021年度 開催件数 

研究会（講演会、シンポジウム含む）

  
全 21件 

 
対象別 

内訳 

研究者 21 

学生・卒業生 21 

一般 2 

公開講座 ―― 

 

※2021年度に開催した講演会・シンポジウム・ワークショップ一覧は「1. 活動記録」に掲載。 


